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人工知能と著作権

2024年のノーベル物理学賞は foundational discoveries and inventions that enable machine learning 

with artificial neural networksに，化学賞は computational protein designに授与されました．いずれ
も人工知能が関係しているとのことで話題になりました．タンパク質の構造予測に関するノーベル化
学賞の受賞研究は食品分野にも影響を与えると思います．
人工知能は 30年以上前から将棋や囲碁，チェスなどの対戦型ゲームにおいても有名です [1,2]．今

回のノーベル化学賞の受賞者の一人，Demis Hassabis博士は，開発されたアルファ碁の取材のために
2016年 2月に来社された将棋の羽生善治九段（当時は名人・王位・王座・棋聖）とチェス対局をされ
て１勝１敗であったとのことです．その翌月，アルファ碁は世界的な囲碁のトップ棋士に４勝１敗で
勝利しました [3]．筆者はその後，Hassabis博士らが人工知能を利用したタンパク質の３次元構造予
測のためのアルファフォールドを開発されたことを知り，驚きました（タンパク質の３次元結晶構造
の決定には放射光実験施設などの X線が用いられ，時間と費用と労力がかかります [4]）．
科学技術の分野での応用（物理学賞は材料開発への応用）と並行して，人工知能は文書作成にも利

用されようとしています．2022年 11月に登場したチャット GPTは高度な対話能力と問題解決能力
を持ち，対話型人工知能は世界中で関心が持たれるようになりました [5]．たとえば，Microsoftの
Copilotに「パスタをおいしく茹でるには？」と尋ねると，お湯の量や塩加減，茹で時間，そして湯切
りまでアドバイスした回答文書を作成してくれます．さて，この文書の著作権は誰が持つのでしょう
か？また，上記の Copilotの回答文書では引用元が分かりませんでした．研究論文では他者の研究論
文（自身の既に発表した研究論文も）の著者と著作権を尊重し，文献を引用して示します．そこで同
じく Copilotに「人工知能と著作権」と尋ねると，人工知能が生成したコンテンツの著作権の問題は
未解決であるという旨の回答をしました（コンテンツには文書だけでなく，画像や音声なども含まれ
ると思います）．
インターネットの検索エンジンによる情報検索と同様，人工知能も検索には有効と思います．しか

し，そこで得られた情報を元に適切な文献を再検索して見つけ，正しく引用することが必要です．正
しい引用が情報の元になった文献の著者と著作権を尊重することになります．引用する文献もよく読
んで調べてください．著作権を尊重していない不適切な文献を引用しているケースも見られます．
人工知能と著作権の問題は，学術だけでなく芸術の分野でも議論が続くと思います．学術研究は先

人の成果（未解決となった問題点の指摘も含む）の積み重ねの上に成り立っています．皆様におかれ
ましては文献の著作権（オープンアクセス論文の場合は著者が，その他の場合は出版社が持つことが
多いですが，文献ごとにご確認ください）を尊重され，適切に引用された研究論文を日本食品工学会
誌にご投稿いただきますよう，よろしくお願いいたします．
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